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第 回京都大学 超 シンポジウム＆博覧会
「プラスチックと持続可能性」

• 開催日： 年 月 日（木）～ 日（日）
• 会場 ：京都大学（百周年時計台記念館など）

• 主催：京都大学、協賛企業・団体等：約 社（現在確定： ）

• 来場者：数千人（前回 年 は 人） メディア訴求：数千万人

• 内容：プラスチックとの持続可能な関係性構築のための土俵を様々な形で準備＆実
践

〇最新情報を共有
し、議論するため
のセミナーや展示

〇機運を盛り上げる
パネルセッションや
ステージイベント

〇参加型で体得する
キャンペーンや
ワークショップ

〇大学等をフィー
ルドに、対策を検
証する社会実験

• シンポジウム
• ファッションショー

• トークショー（朝日
新聞 講談社 ）
など

• ＋リニューアブル

関連製品・サービス、
システム等の展示

• 万博サテライト

化マッチング＆セミ
ナー

• テーマ別セミナー
（おむつ、海ごみ、
分別） など

• リユース品（ぬい
ぐるみ＆フィギュ
ア）回収、マテリ
アル別分別・回収
キャンペーン

• 子供記者（毎日新
聞）

• 木工教室 など

• マイボトル普及・
ボトル削減の

ためのモニター実
験

• 京都大学プライド
チャートを用いた
対策検討 など第 段としてオリジ

ナル企画を展開
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プログラム概要

芝蘭会館

シンポジウム・セッション ＠ 稲盛ホール（230名） 展示・WS ＠ 山内ホールほか

3/11 17:00～21:00 16:00～17:30設営

3/12
（木）

12:00～ 12:00～設営、12:30開場 8:30～設営

12:30 開場 12:30開場

13:00～15:00 おむつの未来・ステークホルダー会議

15:00～17:00 PET削減、マイボトル普及の最適解へ！

17:00～19:00 企業トークセッション（企画：安田産業、ecommit） 19:00閉場（一般）
19:00～20:00 参加者ネットワーキング

3/13
（金）

10:00～12:00 企業トークセッション＋毎日新聞 9:30開場

13:00～15:00 プライド会議 ～専門家によるがちんこ討議～

15:00～17:00
SDGs集中講座『プラスチック製品のより持続可能な使用と代替素材（仮）』

（企画・運営：関西SDGsプラットフォーム）
19:00閉場（一般）

17:00～19:00 SDGs教育座談会 ～こどもからおとなまで～ 移動／撤収

百周年時計台記念館 総合研究8号館

シンポジウム ＠ 百周年記念ホール（500名） 展示・WS＠NSホール
展示・WS等1F113、2F126、

3F72×2

3/14
（土）

9:30～12:00
海洋環境・プラスチックに関する国際動向と海外
から見た日本の現状

8:30～設営、9:30開場 同左

12:30～13:00 記念ステージイベント
13:00～15:00 FRaU・朝日新聞 SDGs・プラ問題編集会議（仮）

15:00～17:00
持続可能な地域の実現に向けて ～2025万博の
SDGsサテライト会場に！～

17:00～18:30 18:30閉場（一般）
• かえってきた「超SDGs道場」

• 「衣とSDGs」セミナー
18:30～20:30 ネットワーキングディナー

3/15
（日）

9:00～12:00 ペンディング 8:30～設営、9:30開場 同左

13:00～15:00 ペンディング
もやもや解消！プラスチック対話
～作る責任・使う責任を問う～

15:00～17:00 ペンディング 17:00閉場 同左
17:00～21:00 撤収
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「家庭ごみ（燃やせるごみ）」の重量内訳

（出典）京都市環境局：家庭ごみ細組成調査報告書（平成26年度案）

•家庭ごみでは、「食料品」や
「紙」などのバイオマスが、
残された課題といえる

•湿重量の約20%が「使い捨て
商品」・・・ティッシュや紙ふき
ん、使い捨てライター、スト
ロー、割り箸、カイロ、紙おむつ
など

• 「もったいないごみ」も･･･食品
ごみの中でも、まったく手がつ
けられていない食べ物、まだま
だ着られる服など



使い捨て商品等の排出傾向
使い捨てカップ・トレー等

1980                              2000                       2014
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「家庭ごみ（燃やせるごみ）」の容積内訳

（出典）京都市環境局：家庭ごみ細組成調査報告書（平成26年度案）

レジ袋
プラスチック製の袋
プラスチック製のトレイ類
飲料用ペットボトル
紙パック
ダンボール箱
包装紙など
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その他 •容積の約50%は

「容器包装材」

•特に、レジ袋は、
いまだに、ごみ全
体の数%を占める



京都大学におけるレジ袋削減プロジェクト

• レジでの袋詰めを廃止し、

要望のあった方には無料
で配布する

• 目標を「使用率10%！」と

し、達成できなければ有料
化を本格的に検討すること
とした

• 07年11月より実施

→使用率5%に！

京大方式＝袋詰めの廃止（非有料化）



日本プラスチック工業連盟
http://www.jpif.gr.jp/2hello/conts/toukei_c.htm

プラスチック生産量の経年変化

World Economic Forum, Ellen MacArthur Foundation 
and McKinsey & Company, The New Plastics 
Economy — Rethinking the future of plastics (2016)

3億トン
（2014年）

0.15億トン
（1964年）

1,400万トン
（0.14億トン）

世界：50年で20倍に

日本



世界のプラスチック容器包装フロー（2013年）
World Economic Forum, Ellen MacArthur Foundation and 
McKinsey & Company, The New Plastics Economy —
Rethinking the future of plastics (2016)

年間生産量は7,800万トン

リサイクル回収は14%

40%埋め立て

32%は環境放出

14%は焼却・熱回収

98%はバージ
ン材料



世界の海ごみ発生推計量 Jambeckら (2017)

2050年までに海洋中のプラ量が魚の量を超過す
るとの試算報告（H28ダボス会議）



日本のプラスチックフロー（2013年）

金子浩明：プラスチック資源循環戦略の策定に向けて、廃棄物資源循環学会誌、Vol.30、No.2、pp.91-97（2019）

約900万トン リサイクル法回収約200万トン

25%
再生利用
57%熱回収
18%未利用



マイクロプラスチック
• 微細なプラスチックごみ（５㎜以下）

①一次的マイクロプラスチック：洗顔料・歯磨き粉等のスクラブ材
等に利用されているマイクロビーズ等。排水溝等を通じて自然環
境中に流出。
⇒発生抑制対策として、米仏英等では規制を実施。
⇒微細なため製品化後の対策や自然環境中での回収は困難。

②二次的マイクロプラスチック・・・大きなサイズで製造されたプラ
スチックが、自然環境中で破砕・細分化されて、マイクロサイズに
なったもの。

⇒発生抑制対策として、普及啓発や廃棄物管理・リサイクルの
推進等が有効。
⇒マイクロ化する前段階（大きなサイズ）での回収も必要。

• 含有／吸着する化学物質が食物連鎖に取り込まれ、生態系
に及ぼす影響が懸念されている

（出典：環境省シンポジウム資料）





プラスチック問題の論点
• 枯渇資源（化石資源）利用

• 焼却時のGHG排出

• 埋立時の処分地消費

• プラごみの国際循環（輸出入規制）

• プラごみのリサイクル（技術・負荷）

⇔大量生産・大量消費・大量廃棄、利用システム

• 海洋プラスチックが水域生態系に及ぼす影響

• プラスチックが陸域生態系に及ぼす影響

• マイクロプラスチック

⇔資源特性、利用システム（開放系、人の意識・行動）

３Ｒ

＋
Renewable

海ごみ
対策



海ごみ対策 石川雅紀先生
（廃棄物資源循
環学会誌、
Vol30, No2, 
106-114, 2019）



京都大学プライドチャートVer.1 個人の主観・認識レベルを可視化する

使われなくなる
消滅

Reduce/Extinct

日常生活の中で使用を

避けやすいプラ

避けにくいプラ

いらない
プラ

個人の
主観として

いるプラ

バイオプラなどの素
材改良

非枯渇性資源な
どの代替品利用

Renewable

バイオプラや代替品
の開発までは
長期利用
再使用

Long-term use
/Reuse

使用後のエッセンシャ
ルユース製品も対象
として
適切な回収・処理
熱回収など

Recycle/Recovery

素材変更や代替
の促進が可能

削減の取り組みが
行いやすい

 研究
 技術開発
 企業努力
 規制 など

手紙の包装
食品の包装
梱包材 など

レジ袋
ストロー
おしぼり
傘袋 など

使用後

使用後

嗜好せずとも
ついてくる

あなたの
【プライド】
身の回りにある

プラスチックを分類しようエッセンシャルユース

個人の工夫
代替品の認知
意識改革 など

パソコン、スマホ
クレジットカード
メガネ など

皿、コップ
家具
衣服 など

ペットボトル
ペン など


